
１．h-CLATのOECD テストガイドライン化 

ピアレビュー 

試験法の有効性、再現性、 
技術移転難易度、等を検証 

試験法開発 多施設間での 
(有用性)評価 バリデーション 

OECD：経済協力開発機構 

OECD TGのプロセス 

プロトコール策定 
予測精度確認 
施設間再現性確認 

行政の受け入れ 
OECDガイドライン化 

 欧州委員会 EURL ECVAM主導のバリデーションが完了し、
EURL ECVAM科学諮問委員会によるピアレビューもまもなく終了
の見込み。 

 2014年4月のOECD会議において、DPRA, KeratinoSensとともに
h-CLATが議題となることが確定。 

皮膚感作性試験代替法の公定化① 
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２．h-CLATを含む代替法の組合せによるOECD 
ガイダンス案の作成 

OECDガイダンス 
概念図 
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 感作性は複雑なため単独の代替法では評価できないとの考えから、複数の試験
法の組み合わせによる評価法（OECD ガイダンス）を確立するためOECD IATA 
(Integrated Approaches to Testing and Assessment for Skin Sensitization) が発足 

 当社も参加し、当社が開発した人工知能モデルを提案中 

皮膚感作性試験代替法の公定化② 
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